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「学校」部門 

河川基金助成事業 

「奥田川の魅力！発見・発信隊」 

報告書 

助成番号：2020‐7211-023 

高知県吾川郡いの町立伊野南小学校 

校 長   氏 名  伊藤 浩昭 

令和２年度 
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〔学校部門〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名

2018‐7211-016 奥田川の魅力！発見・発信隊 いの町立伊野南小学校

校長名 伊藤 浩昭 担当教諭名 松井 綾

過去の助成実績 なし あり  〔助成番号：2019－7211－020 助成事業名：奥田川 調べ隊 〕 
キーワード 「地域の思い」「絶滅危惧種・ベニオグラコウホネ」

対象児童生徒 高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（４年 ３０名）

対象河川名 奥田川 活動場所の指定状況 なし 子どもの水辺 水辺の楽校

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ

テーマ  ： 奥田川の魅力！発見・発信隊 
ねらい  ：奥田川の魅力を発見し、保護者・地域に発信する。 
評価の観点： 奥田川について詳しく調べる活動から、奥田川の魅力を探り、発見した魅力を整理分析し、発信してい

く力をつける。

活動時期の予定： ５月、６月、７月、１１月、１２月 

活動形態
総合的な 
学習の時間

各教科学習 
（国語科）

クラブ活動 
（ ）

学校行事
その他 

（ ）
合計

上記の 
活動時間数

２８時間 ５時間 時間 時間 時間 時間

支援者等（複数記入可）

外部小学校 
の支援

保護者 
の支援

外部中学校の

支援

外部高校 
の支援

外部大学 
の支援

市民団体 
の支援

専門家等の個人の

支援

河川管理者

の支援

行政機関の支援 
・博物館 ・歴史資料館

・ビジターセンター 等

関係団体等の支援

・漁協  ・農協

企業

の支援

その他 

支援概要 

○奥田川を管理している方々に講師としておいでいただき、奥田川についての学習や、水生生

物・水生植物、水質調査等を実施した。 

・高知県中央西土木事務所、西日本科学技術研究所の方  々

○奥田川親水公園がつくられた経緯や地域の人の思いを話していただいた。 

・元 伊野南小学校 校長 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体 壁新聞を校内に掲示 

奥田川リーフレットを近所の店舗に展示 対外発表（  ） 

安全対策に関する課題 

・奥田川は学校の前を流れる近くの川であるが、川底に深いところがあり、川の中に入ることはできなかった。 

今後の課題・展開 

●今回の活動で、奥田川の水質に関する学習もあり、絶滅危惧種の水生植物のためにも、家庭排水やゴミの問題にも

触れることができた。奥田川新聞を通して、家庭での排水に気を付けることやゴミの分別についても呼びかけるこ

とはできたが、４年生みんながしっかりと意識を高め、そこが自分自身の問題であると認識して行動に移せていた

かについては課題が残るところである。 

●今年度は，コロナの影響で学校が開始されたのが５月下旬であり，地域の方々との接触を避けなければならなかっ

たので，十分な学習活動はできなかった。 

〇新聞を通して地域の方々にも奥田川の魅力について配信するという形で学習を進めていったが，学習活動全体を通

して，児童が自分たちで出前授業など依頼したり地域へ呼びかけたり児童主体で学習を進めることができたことは，

大きな成果だと思う。 

○今後の展開 

・次年度どれだけの学習活動が保障されるか予想がつかないが、どういう状況であっても創意工夫をすれば十分な学

習活動はできると思う。今後、学習を通して、子どもたちの意識をより高め、自分自身のこととして捉え、行動化

できることをねらっていきたい。 
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スタートアップ活動報告書

1.助成事業 奥田川の魅力！ 発見・発信隊

学校名 いの町立伊野南小学校 助成番号 2020-7211-023 
2.実施した教科・領域 総合的な学習の時間

3.実施日時 令和２年５月～令和３年３月

4.単元目標 地域の人の思いに触れながら、奥田川について調べる活動を通して、この川を守り

地域をよりよいものにしようとする。

5.学年 人数 ３０名

6.実施場所 奥田川、奥田川親水公園

活動指導報告実施内容 

第４学年 総合的な学習の時間「奥田川の魅力！ 発見・発信隊」全２８時間 

第
１
次

学習活動：学習の見通しを立てよう ４時間 

◆奥田川について知っていることを出し合い、ウェビングマップに表した。 

○昨年度の４年生が学習していたことや、毎日通学の時に見ている奥田川について知っていることを出し合 

 いマップに表すことで、学習内容についてのイメージを持たせた。 

◆単元のゴールを決め、学習の計画をたてることで見通しを持った。 

＜これからの学習＞ 

・前４年担任に昨年度の学習についてインタビューする。 

・「西日本科学技術研究所」と「高知県西土木事務所」に出前授業をしてもらえるように，児童自らが電話 

 で依頼する。 

・マップから奥田川の生物や植物について調べる。 

・奥田川が整備されるおとになったいきさつを調べる。 

・奥田川で行われている活動を調べる。 

＜単元のゴール＞ 

○学習したことをまとめる「奥田川新聞にして，お世話になった方や地域の人たちに奥田川のことを知って 

 もらうこと」 

○学習が終わった時に「奥田川のことを知らない人に教えられる４年生になること」と確認した。 

第
２
次

学習活動：奥田川清掃活動に参加し，奥田川の様子を確かめよう ４時間 川の活動 

〇地域の方々と奥田川の清掃活動に参加し，奥田川の環境に

ついて知った。

・次の日，ごみの分別をし，奥田川にはどんなごみが多いのか

を調べた。

ゴミ袋３袋分に

なり，驚いた。



○奥田川はどこをどのように流れているか、確認した。

・現在の奥田川、奥田川親水公園を実際に見に行き、看板等か

ら分かることを見つけた。

○奥田川の過去と現在の様子を比べてみた。

・昔の奥田川の写真と今の奥田川を比べ、違っていることを確

認した。

第
２
次

学習活動：奥田川をくわしく調べよう  ５時間 川の活動 

○６月１７日。出前授業を依頼し、外部講師から奥田川の歴史や河川工事、

水生植物等について学ぶ機会を設定した。

＜出前授業の内容＞

・奥田川の歴史や河川工事について

・貴重な植物、生物について

・奥田川の水質調査、他の川との比較（パックテスト）

・水中の酸素濃度の測定（溶存酸素キット）

河川工事の様子や希少植物・生物について専門家の方に教えてもらうこと

ができた。

○もっと奥田川の環境をよくするためにできることを考えよう

・奥田川の自然を守っていくためにできることを考え、学習のまとめとして 

発信するように話し合った。

第
３
次

学習活動：奥田川の魅力を探り、発信しよう   １０時間（そのうち国語科５時間） 

○奥田川の魅力について、各グループに分かれ、奥田川の環境を守るために自分

たちができることを新聞にまとめた。

〈学習の流れ〉

・付箋を使って奥田川についてキーワードとなる言葉を集める。

・集めた付箋をテーマごとに仕分けし，書きたいテーマを決める。

・割り付けを考える。

・テーマに合った文章を限られた字数でまとめる

・一枚の新聞に清書し完成させる。



○新聞を完成させ，グループで読み合う。

〈児童がグループで作成した新聞〉

〈児童同士で読み合う様子〉



注）川で学習を行う場合は、時数の横に「川の活動」と記述する。

第
４
次

学習活動：新聞をお世話になった方や学校・地域の人たちにも読んでもらおう ５時間 

○奥田川新聞を通して、奥田川の魅力をお世話になった方や学校・地域の人たちに感じてもらおう。 

・学校や地域の人たちに新聞を読んでもらうために、施設内に掲示していただけるようにグループごとに電

話で依頼した。 

＜掲示していただいた場所＞ 

① 八田保育園

② 八田コミュニティセンター

③ あいの保育園

④ 天王コミュニティセンター

⑤ 青少年の家

⑥ 壽幸園

⑦ 伊野南中学校

⑧ 伊野南小学校

⑨ 町立図書館

⑩ サンプラザ

〇奥田川親水公園の清掃活動 

・６月同様，一部の児童がボランティアとして参加し，地域の方々と共に清掃活動を行った。 

〇お世話になった方へお礼の手紙を添えて新聞を送る

・西日本科学研究所の方からお礼の電話と手紙

掲示してもらった町立図書館

№１ №２ №４ №３ 
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〔学校部門〕 ［活動写真］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7211-023 奥田川の魅力！ 発見・発信隊 いの町立伊野南小学校  校長 伊藤 浩昭

フィールド：奥田川親水公園

日付  ：令和２年６月６日

コメント：大人は草刈り，子どもは草引きの清掃活動

フィールド：奥田川親水公園

日 付 ：令和２年５月２８日

コメント：事前学習

 

 

フィールド：奥田川親水公園

日 付 ：令和２年６月１７日

コメント：出前授業

 

フィールド：奥田川親水公園

日 付 ：令和２年６月１７日

コメント：出前授業

 

「奥田川と言えば？」とみんなで知っていることを

出し合い、ウェブマッピングをしました。その中で

生物や植物のことができたので、実際に奥田川に行

き、今後の学習計画を立て、確認しました。

 奥田川親水公園周辺清掃活動を，地域の方々と行いま

した。思っていた以上にゴミが集まり，ごみの多さに驚

いている様子の児童でした。とてもきれいになり，学習

ができることの喜びを感じていました。

高知県中央西土木事務所と西日本科学技術研究所の方におい

でいただきました。

 奥田川が昔から氾濫しやすい川で何度も被害があったこと、

改修工事がされてきたこと、貴重な植物・生物がすんでいるこ

とを、教えてもらいました。

奥田川にすんでいる生物を水槽に入れてくれました。しっ

かりと観察した後、触らせてもらう児童もいました。

思ったより多くの種類の生物がいて、「こんなにもお

る・・・」と驚いていました。



フィールド：奥田川親水公園

日 付 ：令和２年６月１７日

コメント：出前授業

 
 

 

フィールド：伊野南小学校 教室

日 付 ：令和２年年７月６日～10日 
コメント：新聞づくり

 
 

フィールド：伊野南小学校 校長室

日 付 ：令和２年８月２５日

コメント：出来上がった新聞を見てもらう

 

 

 出来上がった新聞を，お世話になった「高知県中

央西土木事務所」と「西日本科学技術研究所」の方

に見てもらうため、お礼の手紙を添えて送りまし

た。後日、新聞を見てもらった「西日本科学技術研

究所」の方から手紙をもらい、子どもたちは大喜び

でした。

水質調査や水中の酸素濃度の測定もしました。

水質調査は、奥田川だけでなく、別の場所の水も採取して、比

較調査をしました。どの場所の水がきれいなのか、一目で分かり

ました。

一番汚いのは、家庭排水の流れ込んでくるところの水でした。

グループで学習したことを付箋に書き出し、分類

しました。分類したうえでテーマを決め、新聞の割

り付けを考えました。テーマに沿った新聞になるよ

うに、文章を工夫して書きました。国語の学習とタ

イアップすることで，奥田川の魅力を伝えられる新

聞となりました。



フィールド：奥田川親水公園

日 付 ：令和２年１１月２１日

コメント：大人は草刈り、子どもは草引きの清掃活動

 
 
 

フィールド：伊野南小学校 校長室

日 付 ：令和２年１１月日

コメント：地域の施設へ新聞掲示の依頼

フィールド：地域の施設

日 付 ：令和２年１２月２３日～

コメント：それぞれの施設へ新聞を掲示

奥田川についてまとめた「奥田川新聞」を，地域

の方々に読んでもらえるように，１０か所の施設へ

お願いの連絡を児童自身が行いました。地域の方々

には快く承諾をしていただき，大喜びの子どもたち

でした。

コロナ禍であったため， 子どもたちが書いた新

聞は職員に持って行ってもらいました。どの施設で

も電話での対応の良さや新聞がよく書けているとほ

めていただき，自信につながった子どもたちでし

た。

地域のボランティアの方や保護者、教職員の大人

の草刈りと並行して、「奥田川親水公園まつり」の

事前準備の清掃活動を行いました。今年度は残念な

がらおまつりは中止となりましたが，朝の２時間、

一緒に活動して、とってもきれいになりました
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〔学校部門〕    ［実施箇所位置図］

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名

2020-7211-023 奥田川の魅力！発見・発信隊
いの町立伊野南小学校  

校長 伊藤 浩昭

助

成

事

業

の

主

な

実

施

箇

所

主な実施箇所 奥田川・奥田川親水公園

仁淀川 

環境学習実施箇所

（水質調査、植

物・生物調査） 




